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〈論文要旨〉
　吉田松陰の女子教育論及び理想的女子観提唱の動機、教育対象、教育内容、実践等を分析し、
松陰の女子教育論を論考した。その結果、松陰の女子教育は、1、嘉永三年、妹を対象とし、無
意図的教育を行った時期。2、安政元年十二月、野山獄から妹を対象として、意図的教育を行っ
た時期。3、安政三年八月から杉家一族の男子を通じ、一般的女子までを対象として、「烈婦」
型教育を講義した時期。4、安政五年九月の松下村塾の政治集団化・崩壊後、手紙で再び妹を対
象として、「遺訓」教育を行った時期と四つのステージで変遷していること等を解明した。
Girls’ education theory of Shoin Yoshida
Masaaki KAWAGUCHI
〈Keyword〉
① Shoin Yoshida　② Girls’ education　③ Ideal girls view　④ Lesson of “Sanjhu”
⑤ good wife and wise mother, heroine
〈Abstract〉
Girls’ education theory of Shoin Yoshida was, 1, 1850, the period that targeted a younger sister, 
was no intentional education. 2, 1854 December, time to as a target a younger sister from the 
Noyama Prison, was intentional education. 3, From 1856 August through the men of the cedar 
family home, as a target up to general women, time was lecture to “heroine” type education. 4, 
After the political collectivization and collapse of the Shoka Sonjuku of 1858 September, again 
as a target a younger sister in a letter, was to elucidate the fact that changes in the timing and 
four of the stage was “teachings on the conduct of life” education.
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はじめに　
これまで、 「吉田松陰の女子教育論」と題し、理想的女子観につ
いて論考した論文は多い。ただ、管見の及ぶ限り、それら論考の中心をなす史料 ほぼ安政元年（一八五四）十二月三日の「妹千代宛
）1
（
」の大部な手紙か、あるいは安政三年八月から十月の間に杉家一
族の男子相手に行った『武教小学』の講義録である「武教全書講録
）2
（
」であった。そして、それらは一様に、松陰は「良妻賢母
）3
（
」型を
理想とした、と結論付けたものであった。しかし、松陰が女子教育に関して書き残した史料は他に 多く存在するのである。　
さて、その中の一つに、安政六年三月 「政子」と題した 政子
賴朝に通じ、敫女法章を私す。風塵に君将を識る、眼は阿爺よりも明かなり。尼将豈に恥ぢざらんや、齊后子を輔 るの情 奸独呂武を驚かし、外家九世栄
ゆ
）4
（
」との漢詩がある。松陰はここで、 「風塵
に君将を識る 眼は阿爺よりも明かなり 尼将豈に恥ぢざらんや、 （中略）外家九世栄ゆ」と述べ 「良妻賢母」の基本と思われる「三従の教え」に背いた北條政子を絶讃している。これは明らかに、これまで多くの方々が、松陰の女 教育論の特色とされてきた理想的女子観とは相容れない女子観というべきであろう。　
ところで、私はこれまでの予備研究で 松陰の女子教育論は動機
対象、教育内容等から四つのステージに分けられるのではないかと考えるようになった。それは、一、嘉永三年（一八五〇） 、遊学先の平戸から兄杉梅太郎あての書中で、妹へ無意図的教育を行った時期。二、 「下田事件」後の安政元年十二月、野山獄から手紙で妹へ意図的教育を行った時期。三、 三 八月から杉家一族の男子相手に理想 女子観、女子教育論を講義した時期。四、安政五年九月の松下村塾の政治集団化・崩壊後、妹教育を行った時期である。　
そこで、本稿では、まず、四つのステージ毎に、松陰の女子教育
論及び理想的女子観提唱の動機、教育対象、教育内容、実践等を分析し、松陰 女子教育論を論考したい。一、平戸遊学と妹への無 図的教育　
松陰の妹を対象とした「教育」の嚆矢は、嘉永三年十月十三日、
当時、 遊学中の平戸から兄杉梅太郎にあてた書中においてであった。遊学の近況報告ともいうべき同書の最後に、付けたりの様に 「申すも疎かに存じ候へども温清定省、壽等迄へも然るべく御致声冀ひ上げ奉り候
）5
（
」とあるのがそれである。松陰は兄梅太郎へ、まだ杉家
に同居していた十歳年少の妹壽、 また、 十四歳下の文に、 「温清定省」を続け行うよう、そ 「教育」を依頼している。 陰にとり、特別な妹であった千代の名がないのは
）6
（
、すでに兒玉祐之へ嫁いでいたか
らと思われる。　
では、この「教育」の動機は何であろうか。私はそれは、松陰が
この手紙を書いた一月前の九月 葉山左内及び山鹿亦助高紹が病に臥したことにあると考える。あるいは、家人 看病状況でも目にし
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たものであろうか。とまれ、葉山及び山鹿の病気という経験が、松陰をして、上記の様な一文を追記させたものと考える。よって、この時の松陰に 妹教育という明確な意識はなく、単なる時候の挨拶代わりの伝言依頼、無意図的教育だったと考える。二、 「下田事件」と妹への意図的教育　
安政元年十二月三日、野山獄にいた松陰は妹千代にあて、半紙二
十枚、文字数にしてほぼ約五千文字に近い手紙を送る
）（
（
。この手紙の
最後に、 「此の書付は阿千代・阿壽等 示し申すべくとて先日より胸中にたくはへ候処、所詮読書の閑なく夫れきりにいたし置き候。（中略）久しく胸中に蓄へたるを昨風と筆を下し、其の夜千代が文参り候事、精誠の感通かとも思はれ候。 （中略）御閑御座候はば半枚五行位に読みよきやうに御認め、両妹などへ御与へ遣はさる間布くや。恐れながら尊大人へ御頼み仕り然るべくや、万々宜しく頼み奉り候
）8
（
」とあることより、松陰がかねてより女子教育について考え
ていたことを、整理して送付したものであることが分かる。また、対象は千代及び「両妹」 、壽、文であった。　
では、この時、松陰は何故、妹に教育を行ったのであろうか。こ
の時の動機を考える際、その前提となるのは、松陰の、男子を対象とした教育志向である。その起点は安政元年三月の、 「墨使膺懲」＝ペリー刺殺を目的とし 「下田事
件
）（
（
」の失敗にある。その結果、
同年九月、 松陰は幕府より「在所蟄居」との判決を受けた。そして、長州藩により 萩へ護送された。しかし 幕府をおもんぱかる藩政府は父杉百合之助に「借牢願」 提出させた。そして 同 十月松陰は野山獄へ収監された。　
入獄後も「下田事件」の精神的興奮が冷めやらぬ松陰は、表面的
には更なる救国策を求め、読書、思索、執筆という生活を守った。その態度は、玖村敏雄も指摘した様に、同囚の「好奇心
）（1
（
」を刺激し
たものと思われる。やがて、同囚は松陰 接近・交流するようになる
）（（
（
。そして、それはやがて松陰の「獄中教育」へ発展する。
（
1）　
山口県教育会編『吉田松陰全集』大和書房、昭和四十七
年、七巻、二七九
│二八八頁。以下、同全集からの引用は、
「妹千代宛」 （ 『全集』七巻、二七九
─二八八頁） 。のように
略記する。
（
2）　「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、七
─六〇頁） 。
（
3）　
本稿での「良妻賢母」は「良き妻、良き母」という通俗
的な意味でのそれである。戦前の天皇制イデオロギーの中核としての教科「修身」の中で 女子教育の基本理念として展開された「良妻賢母主義」ではない。よって、 「良妻賢母」と表記する。
（
4）　「政子」 （ 『全集』五巻、二七七頁） 。
（
5）　「兄杉梅太郎宛」 （ 『全集』七巻、三一頁） なお、 「定省」に関しては、後、安政六年正月二十四日、松陰から門人作間忠三郎宛の書翰に、 「祖先に孝するは栄禄に非ざるなり。父母に事ふるは定省に非ざるなり。祖先の忠を墜さず、父母の名を忝しめず、孝・事の大、是れのみ」 〔 「李卓吾の『劉肖川に別るる書』の後に して子 に訣る」 （ 『全集』五巻、一六七頁。 ） 〕との記述を見ることもでき 。
（
6）　
松陰は妹千代のことを、 「千代は勤苦克く家道を修む、
吾れ則ち之れを敬す」 〔 「文妹久坂氏 適く 贈 言」 （ 『全集』四巻、一五八頁。 ） 〕と褒め いる。また、その千代は、明治四十一年 「梅太郎は寅次郎に二歳 長、自分は二歳
の幼、年の隔り少なき為め、同胞中殊に三人は睦かりき」〔 「松陰先生の令妹を訪ふ」 （ 『全集』十巻、三一八頁。 ） 〕と回顧している。
（
（）　
文字数は、私がカウントしたところ、四千九百七十余字
にわたる。
（
8）　「妹千代宛」 （ 『全集』七巻、二八六頁） 。
（
（）　
詳細は拙稿「下田渡海考」 （田中彰編『幕末維新の社会
と思想』吉川弘文館、一九九九年、一二六
─一五一頁。 ）参
照。
（
10）　
玖村敏雄『吉田松陰』岩波書店 昭和十七年、一六七頁。
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従来、この「獄中教育」は、松陰の「教育者的なる
）（1
（
」性格に求め
られ、 「自然発生
的
）（1
（
」なものとされてき
た
）（1
（
。確かに松陰に、そうい
う一面があったことは否定しない。しかし、 それだけではなかろう。「下田事件」後の言動を見れば、松陰にも、同囚の「獄中教育」に目を向ける理由があった。それは四点指摘することができる。　
一点目は、同志育成である。これは、松陰がかつて江戸獄から熊
本へ帰る同志宮部鼎蔵を「とくかへりたけき教を弘めて給へ広き大和に誰れかあるらん
）（1
（
」と激励し、また、自身も、萩へ護送される途
中、 「大樹まさに顛仆せんとす 一縄の継ぐべきに非ず 且く北園の棘を除き、盛んに桃李の枝を植ゑん
）（1
（
」と詠っていたことより分か
る。その目的は再蹶起である。実際、松陰は安政二年九月、宇都宮黙霖にあて、 「身幽囚に在れども、怨みず沮まず、厚く淬勵して、将に死を他日に待たんとするのみ
）（1
（
」と送り、また、安政三年十一月
の時点でも、 「己を修めて時を待ち、節を励まして国に報
ゆ
）（1
（
」と述
べている。一方、肥後勤王党側に関しても、後、文久二年（一八六二）十一月、中村敬太郎直方が、 「下田事件」 同志である永鳥三平の「幽禁」解除を願い、 肥後藩政府へ提出した「建議」の中 、 「有志之面々も、四方に離散して時を相待居申候
）（1
（
」と述べていることよ
りも明白である。つまり、これより、 「下田事件」失敗後より 肥後勤王党と松陰との間に、再蹶起計画があり 共 再起 「時を相待」っていたことが分かる。そのための同志養成である。　
二点目は、松陰が当時の日本人に対し、 「人心」 「不正」という思
いを抱いていたことである。安政二年八月、 松陰は「群夷競ひ来 、
国家の大事とは云へども、深憂とするに足らず。深憂とすべきは人心の正しからざるなり。苟 人心だに正しければ、百死以て国を守る、其 間勝敗利鈍ありと云へども、未だ遽かに国家を失ふに至らず。苟も人心先づ不正ならば、一戦を待たずして国を挙げて夷に従ふに至るべし。然れば今日最も憂ふべきものは、人心の不正なるに非ずや
）11
（
」と同囚に講義している。松陰は、その対策として、心ある
立派な日本人の育成を強く望んでいた。　
三点目は、 幕府の「在所蟄居」との判決にもかかわらず、 「借牢願」
を提出させ、野山獄へ収監 た藩政府の役人に対する不信であ
る
）1（
（
。
「借牢願」 による入獄であり、 現存する史料を見る限り、 刑期は決まっておらず、また、取り調べが行われ 形跡はない。これは、松陰に、死ぬまで獄に留めおかれるのではないかという放擲の不安、あ いは獄中でひそか 殺害 れるのではないかという徒死の不安を抱かせたものと思われる。その一方で、松陰は西欧諸国の我が国への侵略は現在 進行中であ という危機感をもっていた とすれば、目の前にいる人々にその思いの丈を語りかけたいと思う は人情であろう。　
四点目は、彼が弘化年間（一八四四―四七）より、武士というも
のに抱いていた信念である。それは、主に二つある。一つ 武士というものは、生涯、学問を続けることにより、心ある立派な人物ならなければならないという信念。他は、武士は同輩、後輩 教育に当た 、という信念である
）11
（
。
　
さて、上述した三点目の放擲・徒死の不安、これが妹への教育の
主要な動機だったも と思われる
）11
（
。それを助長したのは、前年嘉永
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六年の千代の子兒玉萬吉の誕生、それに次ぐ前月の壽の子小田村篤太郎の誕生であろう。松陰が己の不安の中で、二人の甥の誕生に将来への光明を感じたであろうことは間違いない。 手紙 大部分が嫁・母として 千代、壽を意識した内容であることはその証左となる。　
では、松陰は何を教えたのであろうか。
　
松陰は千代を想定したと思われる、手紙の前段部分で、婚家にお
ける嫁、 主婦のもつべき自覚、 「敬老の意義」を説く。松陰は、 まず、姑の死去に伴い、兒玉家 主婦となっ 千代に、 「そもじ万たん心懸け候はでは相すまぬ事」と、覚悟をうながす そして、嫁として、寡夫となった舅兒玉太兵衛へ「別して御孝養を尽
）11
（
」せと記す。また、
兒玉の親戚赤穴家の「ばあさま」へも「万事気をつけて上げ候
へ
）11
（
」
と諭す。そして、 「かかる御らう人は家の重
は（宝）
う
と申すものにて、
きんにも玉にもかへらるるもの」ではないからであると、その意義を教えている
）11
（
。
　
また、母としての千代に対しては、幼児教育の大切さ、母親の子
育ての意義と方法、母親のあり方、更に、それらの基底と見た「胎教
）11
（
」の重要性を教える。松陰は千代に子萬吉を「心を用ひてそだて
候
へ
）11
（
」と勧める。それは、 「人の子のかしこきもおろかなるもよき
もあしきも」 「父母のをしへに依る」 らであ 。しかし、 「十歳已下は母のをしへをうくるこ 一しほおほし
）11
（
」という。なぜなら、 「父
（
11）　
松陰から「兄杉梅太郎宛」 （ 『全集』七巻、二六四
─二六
五頁。 ）の書翰によれば、 「獄中には従来」 「節分の日」の「饗応事」などの「弊習」があり、 「新入」の松陰も自然に同囚との接触機会が生じたことが分かる。ただ、同時に、 然れども弟は杉家の児たる故、是れ等の事も皆々憚り居り候趣なり」とあり、松陰は特別な扱いであったようである。その後、安政元年十二月二十六日付けの「同囚富永彌兵衛に与ふる書」 （ 『全集』二巻、三〇三
─三〇四頁。 ）より、こ
の頃から、松陰が積極的に同囚富永に接近を始めたことが確認できる。また 二 七月の「獄舎問答 （ 『全集』二巻、一三五
─一五三頁。 ）では、同囚との間に政治的な問
答が行われていたことが分かる。
（
12）　
玖村敏雄『吉田松陰』岩波書店、昭和十七年、一四〇頁。
（
13）　
海原徹『吉田松陰と松下村塾』ミネルヴァ書房、一九九
〇年、一〇五頁。
（
14）　
松陰は同囚のことを、 「皆曰く、 『吾が徒終に当にここに
死すべきのみ、復た天日を見ることを得ざるなり』と。余乃ち嗟愕して泣下り、自ら己れも亦其の徒たるを悲しむに暇あらざるなり。ここに於て義 講じ道を説き、相与に磨
厲して以て天年を歿へんと期す」 〔 「野山獄同囚名録叙論」（ 『全集』二巻、三八九
─三九〇頁。 ） 〕と記している。これ
を見れば、確かに、松陰にはそういう一面があったことは理解できる。
（
15）　「宮部鼎蔵宛」 （ 『全集』七巻、二三一頁） 。
（
16）　「五十七短古」 （ 『全集』六巻、四一頁） 。
（
1（）　「浮屠黙霖に復する書」 （ 『全集』二巻、 五一頁） 。
（
18）　「緑野堂記」 （ 『全集』二巻、四四九頁） 。
（
1（）　
本田光彦編『松村大成・永鳥三平両先生伝』熊本県教育
会玉名郡支会、昭和十年、五七頁 原文の所在不明。
（
20）　「講孟
記」 （ 『全集』三巻、一四〇頁） 。
（
21）　
事実、松陰は、安政二年七月、役人の状況を、 「凡そ古
は黜陟賞罰、皆衆論の公を取る。後世は則ち然らず。故に往々請託賄賂の私あるに至る」 （同前書、五五頁。 ）と述べている。
（
22）　
詳細は、拙稿「吉田松陰における理想的武士観について
│
その生活論を中心として
│
」 （人間環境大学歴史文化環
境専攻篇『藝』第
5号、平成二十年）参照。
（
23）　
松陰は、後安政三年の「武教全書講録」に、 「明君賢将
と暗君愚将とは平生に定まることなれば、平生の言行各其の遺命なり」 （ 『全集』四巻、二八頁。 ）と述べている。とすれば、これは松陰の「遺訓」だったと考えることもできる。なお、安政二年六月、松陰は月性にあて、 「華周・杞梁の妻は善く其の夫を哭して、国俗を変じ りと」 〔 「清狂に与ふ 書」 （ 『全集』二巻 三三〇頁。 ） 〕と送っている。或は、松陰は女子にこのようなこ まで期待していたのかも知れない。
（
24）　「妹千代宛」 （ 『全集』七巻、二八〇頁） 。
（
25）　
同前。
（
26）　
福本義亮は「この婆さんは心学には相当な造詣があつた
ものと見へて、 当時世間では『心学婆さん』と呼んで居た、元来松陰先生の幼時に於ける心学方面の研究は、この婆さんの影響が相当働ひて居たようである」 （ 『松下村塾 巡りて（復刻版） 』マツノ書店、平成十年、一一二頁。 ）と述べている。松陰が赤穴家の「ばあさま」を尊敬した背景が分かる。
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はつねに外に出で、母は常に内に」あるからである。よって、 「母の教ゆるがせにすべからず」と断ずる。しかし、 「十歳已下の小児」は「言語にてさとす」ことはできないとして、方法は 只だ正しきを以てかんずるの外」ないと教えている。そ 「昔聖人の作法には胎教と申す事あり」 して「胎教」に言及し、 「子胎内にやどれば、母は言語立居より給ものに至るま 万事心を用ひ 正 からぬ事なき様にすれば」 「生るる子 の「なりすがた」は「ただしく」 、「きりやう人に勝
）11
（
」 るとその重要性を強調している。そして、 最後を、
一般論的に、 「いろ たとへにも氏よりはそだちと申 あり、子供をそだつることは大切なる事なり
）1（
（
」と断じている。
　
また、注目すべきは、松陰が千代からの依頼により、千代を通じ、
甥兒玉萬吉に幼児教育を実践していることで 。松陰は たらちねのたまふその名はあだならず千世万世へとめ 其の名を 詠み、「姪阿萬に与ふ」と題した漢詩中に、 「忠孝誠可貴。学問為之先」と送っている。これは千代に、萬吉 この 育 よ いう、将に松陰の幼児教育実践であったと見ることができる
）11
（
。
　
そして、次に、一人の女性としての千代に対し、学習内容、学習
方法、その意義等を説く。松陰は千代へ、 「御たようの中にも」 手習よみもの」は「心がけ候」へと送り、また やぶ入り」に 実家へ帰り、兄杉梅太郎から「心得になる噺
）11
（
」 、 「心得になるほん」等
を聞いたり、読んでもらえと記してい
る
）11
（
。そして、具体的に、 「貝
原先生の大和俗訓・家道訓」 「浄るりぼん」等を挙げ れらは女子の「丸き耳にも く」入り、また、 ありて」聞けば、 「ずゐぶん役にたつもの
）11
（
」であるとその意義まで教えている。
　
また、注目すべきは、松陰が書中で千代に「発句」の指導をして
いることである。これは、 「発句の事に付き申しこされ候趣承知致し候
）11
（
」とあることより、 千代から依頼したものであることが分かる。
松陰にしてこの妹ありというべきか。松陰は「柳の句なれば柳は体なり、浪は用なり、趣向なり、これへ句作りを付けてすべし」として、 「浪に立つ、涼しさ持ちて、柳か
な
）11
（
」などと具体的に指導し、
また、獄中で作った八句を書き添え 「此のるゐにて御考へ候て一二句読みて見給へ
）11
（
」と更なる学習を喚起している
）11
（
。
　
そして、これらに続き、松陰はかねてよりの持論を展開する。こ
の最初に、 「夫を敬ひ舅姑 事ふるは至つての大切なる事にて、婦たるものの行これに過ぎたる事な 。然れども是れは誰しも心得ぬものなれば申さずともすむべし
）11
（
」と記していることは実に素晴らし
い。こ 書中に、理想的妻教育が皆無である理由がこれであろ 。松陰と三人の妹と 信頼関係の堅固さが分かる　
さて、本論である。それは三点ある。
　
一点目は先祖崇敬の教えである。松陰は「元祖已下代々の先祖を
敬」へと説く。それは、 「先祖をゆるがせにすれば其の家」は「必ず
衰
）1（
（
」えるものであり、また、 「元祖已下代々の先祖」が「夫々御
奉公其の節をとげた
）11
（
」お蔭で、現在の生活があると見ていたからで
あろう。具体的には、まず、 「先祖の行状功績等を委しく心得」 、 「その正月命日には先祖の事を思い出し、身を潔くし体を清め是れを祭り奉」る生活。また、 「一事を行ふに へ告り奉りて後行」う生活の勧めである そうすれば、 「邪事」 なく、 「する事なす事」は「皆道理に叶」う様になり 其の家」は「繁昌」すると説く。
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また、反対に「吾儘一杯を働」けば、 「其の家は衰微す
る
）11
（
」と教え
ている。　
また、これに松陰は註記を付し、 「婦人」は実家を出て、 「人の家
にゆきたる身」であると述べ、 「ゆきたる家が己が家なり。故に其の家の先祖は己が先祖なり、ゆるがせにする事なかれ」と千代・壽等を念頭においた一節も忘れず添えている。更に、心に刻んだ「先祖の行状功績等」は子供等へ「昔噺」のように語れば 「大いに益
ある事なり」と説いている。その意味で、これは、単なる過去向きな生活論ではなく、現在及び未来に向けた清浄な精神生活の教えであったことが分かる。　
二点目は神様信仰の教えである。松陰は我が「大日本と申す国は
神国と申し奉りて、神々様の開き給へる御国
）11
（
」と、神話的国体論か
ら説く。よって、 「神々様をおろそかにしてはすまぬことなり」という。ところが、 世俗の「 信心 たるや、 「神前」で「柏手を打ち」 、
（
2（）　
山鹿素行は「胎教」について、 「凡そ子既に母の胎内に
感じては母の気血を分けて己れが気血とし、母の所感の善悪に感じてこれを以て己れが才質とす。故に婦人子を妊む時は、心の物に感ずる所を慎んで其の七情を節ならしむ。すべて母の所感は視聴言動思の間を不可出なれば、視ることきくことに付きて、心の感じ気の動きをつつしみ、云ふ言葉のあわ さわいで内をうごかしめ、怒りせい（急）て内に気をたかぶらしむる各其 宜を失ふ也。 身行坐臥の時、胎内の子に不障、四支五体 屈伸 節にして、子に疵付きてそこなふことあらず。飲食をときなつて内にあたりそこなふべき食物を不飲食 平生翫ぶ処 ことわざにも心の所感を善ならしめ、見聞して覚知するの理 正しからしむれば、内に七情の妄りに動ずる事なく、外に邪 の内をやぶることあらざるを以て 出生するの子形容正しく、かたわなる事あらず、 才質各善に感じ 人 まさるべし。是れを胎教と云ふ也」 〔 「胎教幷に師傅母を撰ぶ」 （広瀨豊 『山鹿素行全集思想篇
　
第六巻』岩波書店、昭和十六年、二八
〇
─二八一頁。 ） 〕と述べている。
（
28）　「妹千代宛」 （ 『全集』七巻、二八〇頁） 。
（
2（）　
松陰は、後安政四年閏五月、 「賢母あらば必ず賢子あり」
〔 「周布君の太孺人某氏八十寿の序」 （ 『全集』 四巻、 八三頁。 〕と記している。
（
30）　
同前書、二八一頁。
（
31）　
同前書、二八二頁。
（
32）　
幼児教育の実践は、安政二年十一月、兄杉梅太郎にあて
た長女豊子誕生を祝う短古中にも見ることができる。そこには、 「預期才色美。堪当君子偶」 〔 「兄杉梅太郎宛」 （ 『全集』七巻、四〇五頁。 ） 〕とある。これは、姪豊子を「心ある立派な男子の婦人となるに不足ない女子に育てよ」との、松陰から兄梅太郎への懇願であろう また、同年 妹壽の子小田村篤太郎の初節句を祝して贈った漢詩に、松陰は「天家遺策至今伝、好斬夷酋復上古」 〔 「小田村外姪阿篤初めて重五に値へるを賀す」 （ 『全集』六巻、一二一頁。 ） 〕と記している。これも、甥篤太郎をこの様 男子に育てよ、との妹教育と見ることができる。
（
33）　「妹千代宛」 （ 『全集』七巻、二八〇頁） 。
（
34）　
松陰は手習に関しては、 安政二年正月、 妹千代にあて、 「阿
久・阿安、手習は出精するか。書初ども見せ見せ。歳徳さまへ上げたか上げたか」 〔 「妹千代宛」 （ 『全集』七巻、三二四頁。 ） 〕と送り、また、同年十一月にも、 「お文は定めて成人仕りたるにて之れあるべく、仕事も追々覚え候や、間合に手習など精を出し候様仕り度く存じ奉り候」 〔 母瀧宛」（ 『全集』七巻、四〇一頁。 ） 〕と述べ、その後も奨励している。
（
35）　
同前書、二八一頁。
（
36）　
同前書、二八七頁。
（
3（）　
同前。
（
38）　
同前書、二八八頁。
（
3（）　
安政二年十一月六日の松陰から妹千代にあてた書翰に
は、 「月々の御因み会も引きつづき之れある様子、けつこうの御事に存じ候。 （中略）御文の中に小春と之れあり、定めて発句の心持に候や、至ごく面白く存じ候」 （ 『全集』七巻、四〇二頁。 ）とある。松陰の教えを受けてか、杉家では女性が集まり、毎 勉強会を開催していたことが分かる。後、同三年十月二十日、松陰から小田村伊之助あての書翰には、 「近日例の婦人会の節、武家女鑑を読み申し候。御一咲」 （ 『全集』七巻、四六一頁。 ）とあり、松陰も「婦人会」で講義をしていたことが分かる。
（
40）　
同前書、二八二頁。
（
41）　
同前。
（
42）　
同前書、二八三頁。
（
43）　
同前。松陰は女子にはこう説いている。しかし、萩藩主
へは、 「君臣の義を重んじ、忠諫 少しも曲げず 終に家絶え身亡ぶとも必ず云は 、世禄の士さこそあるべきことと、国君の社稷の為めにする、人臣の為めにする。理は一なり」 〔 「武教全書講章」 （ 『全集』一巻、二八頁。 ） 〕と講義しており 家の存続意義が異なっていたこと 注目される。
（
44）　「妹千代宛」 （ 『全集』七巻、二八四頁） 。
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「立身出世を祈」ったり、 「長命富貴を祈」っており、これは「心得違」いであると批判する。そして、神様は「正直」 「清浄」を「好み給ふ と述べ、神様信仰とは、 「己が心を正直」 「清浄」にし、 「外に何の心もなくただ謹み拝」め 「誠の神信心」を諭す。更に、菅原道真の「 だに誠の道に叶ひなば祈らずとても神や守らん という歌を引き、 「能々考え」て見なさい 教えている。また、付けたりの様な形で、 仏と申すものは信仰 に及ばぬ事なり との教えも見ることが きる。これも「正直」 「清浄」な精神生活の教えであった。　
三点目は親族親和の教えである。松陰は「是れは大てい人の心得
たる事なり」として、まず「世 中」の「従兄弟 が「疎」い状態にあることを問題 、 「親しむべき事
）11
（
」を説く。当時、 まだ「一人っ
子」状態にあった千代の子萬吉、壽の子篤太郎を想定した教えと思われ
る
）11
（
。松陰は「従兄弟のうとき」原因は、 「父母・祖父母の教」
が「行きとどかぬ」からであると その責任は「父母・祖父母」にあると指摘する。そして、 「従兄弟」が親和すれば、 「もの学 ては師匠の教を受けし事をさらへ 事を相談しては父母 命をそむかぬごとく計らふ」こと なり、 れは「他人に とどく事
）11
（
」ではない、
と説いている。あるいは、松陰は子供同士が切磋することの教育的意義を意識していたものであろうか。とまれ、これも母親である千代、壽への幼児教育 具体的教えであった 見ることができる
）11
（
。
　
また、松陰は最後に付けたりのように、 「とかく婦人の詞よりし
て親族不和となる事おほし、 忘るべからず
）11
（
」と記している。これは、
嫁・主婦としての千代、壽を意識したものであろう よ て 実家
杉家ではなく、婚家の兒玉家・小田村家の親族付き合いに関する教えとみていい。松陰はこんなことまで、妹に教えていた。　
そして、松陰は最後に「まとめ」として、上記三点の教えを再度
羅列し、 「父母たるもの此の行あれば、
小（ママ）
供は誰れ教ふるとなく自
ら正しき事を見習ひて、かしこくもよくもなるものなり
）11
（
」と念押し
を行っている。更に、 再々度、 「杉 家法に世の及びがたき美事あり」として、 「第一には先祖を尊び給ひ 第二に神明を崇め給ひ、第三に親族を睦じく給ひ、第四に文学を好み給ひ、第五に仏法に惑 給はず、 第六田畠の事を親らし給ふ」と述べている。そして、 「是れ等」が「吾なみ兄弟の仰ぎのつとるべき所なり。皆々能 心懸け候へ」と述べ、 「是れ則ち孝行と申すものなり
）1（
（
」と教えている。
　
よって、これは単なる手紙などではなく、徳富蘇峰も指摘してい
るように
）11
（
、嫁・母としての千代・壽及び将来そうなるであろう妹文
教育のための「女子教訓書」であったことが分かる
）11
（
。
三、妹 から女子教育へ　
安政元年十二月、松陰は「戎狄信なき
）11
（
」と記し、また、安政三年
春夏になっても「夷狄は豺狼、親しむべからず
）11
（
」と述べていた。こ
の時点でも、松陰が西欧列強へ 警戒心を解いていなかったことが分かる。　
その様な意識の中、安政二年春 洪秀全（中略）前代明
朝を恢復するの志を起し、専ら清朝と敵対す。 （中略）其の郷民を率ゐ山谷に蟠踞し、山中の家の男女を合せ、戈を操りて敵を禦ぐ。男子は軍兵とし、女子は兵糧運送し、行列を定 伍組を分ち、皆々
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必死と覚悟せり
）11
（
」と「兵糧運送」＝輜重兵役を担った「女子」を賞
賛し、また、その前後には、 「田單
　
妻妾は行に編し身は鍤を把る、
精忠衆を感ぜしめ衆心堅
し
）11
（
」として、兵士として「
鍤
を把」った、
つまり、輜重または烹炊兵役を担当した「妻妾」を賛美している。　
そして、翌安政三年八月、松陰は「親戚子弟
）11
（
」の男子を対象とし
て、生涯「先師」と呼び敬慕した山鹿素行の『武教小学』講義を開始する。松陰の「武教全書講録」及び「丙辰日記」より、参加者は「外叔久保翁・家大兄・佐々木兄弟・高洲瀧生・従弟毅甫」 「倉橋直」らであったことが分かる
）11
（
。このうち、 佐々木兄弟は『吉田松陰全集』
の「関係人物略伝」に、 「松陰と婚姻関係あるにあらざるも、家屋隣接せるを以て幼少より相知る
）11
（
」とあることより、ごく親しい地縁
者であったことが分かる。よって、 の意識の中では、皆「親戚子弟」 と見てよ ろう。とりわけ 「外叔久保翁」＝久保
五郎左衛門は弘化元年（一八四四）より、二代目の塾主として松下村塾を主宰していた人物である。安政四年閏五月二十九日、松陰は久保のことを、 「邑中の子弟を教育し、最も意を女教に留む。女大小学・女式目の諸書より、次を以て女徒に授けて之れを読まし
め
）1（
（
」
と評していることは注意する必要がある。この時点で、松陰は久保が女子教育に関心をもっていたこと 知っていた証拠となる。　
では、この時の女子教育言及の動機は何であろうか。それは四点
指摘するこ ができる。　
一点目は松陰の「夷狄」への不信感、最悪の状況と想定した日米
の一戦への備えである。それは、松陰が講義の中で、素行の「柔順を以て用と為す（中略）果断を以て制と為す」を「両ながら全し」と賛美し、 「変故の際に貞操峻節を厲ます」には、 「柔順」の教えだけでは 「足れり せず」 と断じていることからも分かる。松陰は 「変
（
45）　
同前。
（
46）　
松陰が教育上、 「一人っ子」をどう見ていたかは不明。
調査中。
（
4（）　「妹千代宛」 （ 『全集』七巻、二八五頁） 。
（
48）　
松陰はこの書中に、 「茲に一つの物語あり。吐谷渾と申
す夷国の阿豺と申す人、子二十人あり。病気大切なりければ、 弟の慕利延を召て申すには 『汝一本の矢をとりてをれ』 。慕利延これを折りたれば、又申すには『汝十九本の矢をとりてをれ』 。慕利延折る事あたはず。阿豺申すには『汝等能く心得よ、一本なれば りやすし、数本集まれば折りがたし、皆々一致し国を固めよかし』と。国 ても家にても道理は同じ事なり。とかく婦人の詞より て親族不和となる事おほ 忘するべからず」 〔 「妹千代宛」 （ 全集』七巻、二八五頁。 ） 〕と記している。
（
4（）　「妹千代宛」 （ 『全集』七巻、二八五頁） 。
（
50）　
同前。
（
51）　
同前書、二八六頁。
（
52）　
徳富蘇峰は 「別紙 〔以下一篇の女訓として読む可し〕 」 （徳
富猪一郎『吉田松陰』民友社、明治四十一年、四三五頁。 ）と述べている。
（
53）　
安政元年十二月十六日付けで、松陰から千代にあてた手
紙がある。内容より、十二月三日以後、千代から返書があり、それに対する松陰の手紙であることが分かる。これには、 「御文のおもむきく かへし見候間、善き心掛の事どもかんじ入り候、随分ゆだんなく心掛専一に存じ候」とあり、松陰の教育に対する千代の反応に松陰が満足していることが分かる。しかし、松陰は更に、 「武士」には「勇が大切」と記し、 「小供へいとけなき折から」 「をしへ」込めと、幼児教育の重要性を説いている。そして 教材と て「軍さの絵」 「武者百人一首」 、 また、 理想的武士として、 「楠
正成」 「新田義貞」 「加藤清正」などをあげ、 その事績を「覚えさせ」 〔 「妹千代宛」 （ 『全集』七巻、三〇一
─三〇二頁。 ） 〕
ろと教えている。
（
54）　「叔父玉木文之進宛」 （ 『全集』七巻、三〇六頁） 。
（
55）　「時事に感じて作る」 （ 『全集』六巻、一三九頁） 。
（
56）　「清国咸豊乱記」 （ 『全集』二巻、一〇 頁） 。
（
5（）　「田單」 （ 『全集』六巻、八〇頁） 。
（
58）　「解題」 （ 『全集』四巻、五二三頁） 。
（
5（）　
このうち、 「外叔久保翁」は久保五郎左衛門。 「家大兄」
は杉梅太郎。 「毅甫」は玉木彦介、 「倉橋直」は倉橋克之助は兄梅太郎の嫁龜の縁者である。 「武教全書講録」には開講初日の参加者名が、また、 「丙辰日記」には他の開講日三回の記録がある。
（
60）　「関係人物略伝」 （ 『全集』十巻、五三二頁） 。
（
61）　「女誡訳述叙」 （ 『全集』四巻、九二頁） 。
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故」に備え、男子のみならず、 「盛衰を以て節を改めず、存亡を以て心を易へず。或は賊に当り或は敵に死す
）11
（
」女子の育成を渇望して
いた。　
二点目は当時の女子認識である。松陰は「今世淫泆の婦は往々聞
くことあれども、貞烈の婦に至りては寥々乎として響 絶す
）11
（
」と述
べている。松陰が女子の現状をどうとらえていたかが分かる。　
三点目は人倫観である。松陰は「夫婦は人倫の大綱にて、父子兄
弟の由つて生ずる所なれば 一家盛衰治乱の界全く茲にあり。故に先づ女子を教戒せ んばあるべからず。男子何程剛腸にして武士道を守るとも、婦人道を失ふ時は、一家治まらず、子孫の教戒亦廃絶するに至 。豈に慎まざるべけんや
）11
（
」と述べている。松陰が「人倫」
というものにおいて、女子の意義をどう理解していたかが分かる。　
四点目は学問観・人間観
）11
（
である。松陰は「凡そ生を天地間に稟く
る者、貴となく賤となく、男となく女となく、一人の逸居すべきなく、一人の教なか べき し。然る後初めて古道に合ふと云ふべし
）11
（
」と述べ、 また、 講義期間中に記した「松下村塾記」には、 「学は、
人たる所以を学ぶなり
）11
（
」 と記していた。また、 この講義中の九月、 「烈
婦登波」が松本村を通行しようとした際に 松陰は彼女を「止めて
）11
（
」 、
一泊させている。松陰に男女差別意識が こと、 た、人間というものをどうとらえていたかが分かる。　
さて、講義の中で、松陰は「先師の誠教」について、 「諸君と磨
励して」 、これに「従事せば 闔族より及ぼして一郷の俗を善くするに足らざらんや
）11
（
」と述べている。この時、松陰が松本村の女子教
育に従事していた久保の存在を意識していたことは間違いなかろ
う。また、また、松陰は「女教の本は恐れながら君公の後宮より始むべし
）11
（
」とも講義している。とすれば、ここで展開された女子教育
に関する講義は、単に一族の女子のみではなく、松本村の女子、更には、長州藩全体の女子を意識したも と見ることができる。教育 おける対象の拡大である。　
では、松陰は何を教えたのであろうか。それは、女子教育の「周
辺整備」として 父兄の立場にある者がまず行うべきこと五点 また、理想的女子教育の具体的内容三点であった。　
父兄に対する第一点目 、父兄への女子教育の重要性自覚の督責
である。松陰は「挽近女子の教戒を以て重事とする者あることを聞かず
）1（
（
」という。そして、その原因は、父兄に「忠孝の心」がないか
らである、と説く。その結果、 「児女」はきちんと「教戒」を教えられていない。よって 「貞烈の婦」は「響
絶
）11
（
」している、と述
べている。　
二点目は女子教育における教科書の是非である。松陰は山鹿素行
の『武教小学』の教えを踏襲し、 「先づ源氏物語・伊勢物語」を 俗書淫
泆
）11
（
」であると否定する。また、 「和歌・俳諧・茶湯等の遊芸」
も「其の類なり」と否定する。松陰が「是れ尤も正しく尤も善し」としたのは、 「貝原氏の書」 「心学者流の書
）11
（
」である。しかし、続け
て、これらに「柔順、幽閑、清苦、倹素の教」はあるが、 「節烈果断の訓」は「乏し」いという。つまり 「太平無事の時 是れにて余り」あるが、 「変故 際に貞操峻節を厲ます」には「未だ足れりとせず
）11
（
」と説くのである。
　
よって、三点目はこれに次ぐ日本語版『烈女伝』の執筆奨励であ
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る。松陰は 「義を守り節に死する女」 等歴史上の理想的な女子を 「妙選し、雄勁明暢の筆 倩ひて、国語を以て其の伝を綴り、頗る是れに論断を加へ以て女子の亀鑑」とせよと説い いる
）11
（
。それは、 当時、
男子の読む古代中国の「烈女伝・小学等」は、 「漢文」であ 「女子の講読」には「不便」だからという。ただ、我が国にもこれまで「責而者草」などの「烈女の伝」はあった。しかし、それも「収むる所の人数」が「甚だ寡」く、役に立たないと述べてい 。　
四点目は「女学校」創設の提案であ
る
）11
（
。松陰は「士大夫の寡婦、
年齢四十五以上にて貞節素より顕はれ、学問に通じ女工を能くする者数名を選挙し」て教師とし、 「学校中に寄宿せしめ」よという。また、生徒については、 「士大夫の女子八歳若しくは十歳以上の者は日々学校に出だし、願ひ 因つては寄宿も許し 専ら手習、学問、女功の事を練熟せしむべ
）11
（
」と具体的に教えていた。
　
五点目は「建白」の督促である。松陰は上述したように、 「生を
天地間に稟くる者」は、 「貴となく賤となく 男となく女となく」 「一人」でも「逸居」させるべきではなく、 「一人」でも「教」えない
（
62）　「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、五〇頁） 。
（
63）　「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、五二頁） 。この「淫泆の婦」とは同囚高須久子かと思われる。松陰は後、安政六年三月、前田孫右衛門にあて、 「寅は不孝不忠の人なり、野山に繋囚せられ方に賊子奸婦と伍を為す」 〔 「前手元に与ふ」
（ 『全集』五巻、 二七八頁。 ） 〕と送っている。松陰が「奸婦」 、「淫
泆
の婦」は国家「乱亡の先兆」と考えていたことが分
かる。
（
64）　
松陰は前年の安政二年九月、 「君君たり臣臣たり、父父
たり子子たり、兄兄たり弟弟たり、夫夫たり 婦たり、天下豈に平かならざることあらんや。 （中略）若し君君たらずと云へども臣臣たらば天下尚ほ平かなり。 （中略） は君の道を尽して臣を感格すべし。臣は臣の道を尽して君を感格すべし。父子兄弟夫婦も一理なり」 〔 「講孟
記」 （ 『全
集』三巻、 一五六頁。 ） 〕と講義していた 「夫婦も一理なり」ということは 主人が道を間違えた時には、婦人に主人への諫言を説いた教え 見ることができる。
（
65）　
人間観といっても、武士である松陰が考えた人間とは、
武士階級を指すことはいうまでもない。
（
66）　「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、五四頁） 。
（
6（）　「松下村塾記」 （ 『全集』二巻、四三六頁） 。
（
68）　「烈婦登波の書に跋す」 （ 『全集』四巻、一二四頁） 。
（
6（）　「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、一九頁） 。
（
（0）　
同前書、五四頁。
（
（1）　
同前書、四九頁。
（
（2）　
同前書、五二頁。
（
（3）　
同前書、四九頁。
（
（4）　
同前書、五〇頁。
（
（5）　
同前。
（
（6）　
この時、松陰は理想的な「貞婦烈女」として、 「武田勝
賴の妻北條氏・細川忠興の妻明智氏・柴田勝家の妻織田氏信長の妹にて初め淺井長政に嫁す。長政の亡ぶる時、殉死せずして大帰すれば、其の節已に闕く。唯だ勝家に殉死す の一節取るべ
・蒲生氏郷の妻明智氏な
どの類を指すにや 其の外結城親光・楠正成・菊池寂阿等の妻」 〔 「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、五〇
│五一頁。 ） 〕
らの名前を挙げている。
（
（（）　
松陰は安政元年晩秋以降に記した「幽囚録」に「大城の
下、宜しく兵学校を興し、諸道の士を教へ、学校中に操演場を置きて礟銃歩騎 法 習はし、方言科を立てて荷蘭及び魯西亜・米利堅・英吉利諸国の書を講ずべし」 （ 『全集』二巻、四九頁。 ）として「兵学校」創設を提唱 、後 安政五年の「続愚論」には、 「京師に於 文武兼備の大学校御造建成させられ、上
　
皇子皇孫より下斎民に至るまで、
貴賎尊卑の隔なく寄寓仕らせ、文武講習を宗とし、天下の英雄豪傑を此の内へ聚め候様仕り度く存じ奉り候。学校造建の順序は、第一に文武生居寮を構へ、第二銃兵調練所を構へ、弓馬剣槍所是れ 隷す。製本所・製薬所・鋳銃所、竝びに諸工作所等皆学校中か又は別所に置き候とも、学校の支配に致すべきなり」 （ 『全集』四巻、 三四九頁。 ）と「大学校」の創設を提唱している。それは、或は、山鹿素行の「学校と云ふは民人に道徳を教へて、其の風俗を正すの所を定むる事也。 （中略）学校と云ふは、学問を教へものをよみならはする所とのみ後世相心得るはあやまり也。尤学術を立てざれば道学に可入之用なしといへども、学校は唯だ道を教へ業をならはしむるの所と可知也 〔 「山鹿語類
　
学校を設け道学 立つ」 （広瀨豊『山鹿素行全集思想篇
　
第五巻』岩波書店、昭和十六年、三一
│三六頁。 ） 〕などの
影響を受けていたのかもしれ い。いずれにせよ、松陰の学校観については今も研究中。
（
（8）　「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、五三頁） 。
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でいいというものではない。きちんと教えて、 「後初めて古道に合ふ
）11
（
」と述べている。そして、 父兄が、 これを是とするのであれば、 「此
の議」を藩政府へ「建白して施行
）11
（
」させるようにするべきであると
説いている。 の女子教育体制整備「建白」の教えである。　
一方、松陰は具体的には、何を教えたのであろうか。それは三点
指摘することができる。　
一点目は「柔順」かつ「果断」という具体的教育内容である。 「柔
順」は山鹿素行の説く女子の「自然の生質
）1（
（
」であり、松陰も是とし
たものである。見 べきは、松陰が強調する「果断」であろう。これは一つには、上述した「変故 への備えであ 。松陰が如何に日米の一戦を危惧していたかが分かる。そ ため、松陰は「義を守り節に死する女」 、 「盛衰を以て節を改めず、存亡を以て心を易へず」 、「或は賊に当り」 「敵に死す
）11
（
」女子を育成せよと説いている。そのた
めの教材こそ、 父兄に執筆を奨励した日本語版『烈女伝』であった。また、他の一つは 「士は常に朝に在りて内を知」らな のであるから、 「士 妻室たる者 」 「夫に代」っ 「家業を戒」しめるという役割を担っているからという。松陰はそれは「柔順」 「懦弱 だけではできないと説いている。　
二点目は「貞節
）11
（
」という具体的教育内容である。それは、 「夫婦」
という人倫上の問題であり、また、国家に対する国防上の喫緊 問題でもあっ
た
）11
（
。松陰は「貞操」観念の希薄な女子の現状を「救は
ん
）11
（
」とするのなら、 「其の妻其の女」を「教戒」するには、 「古烈女
の事績を以てし、殊更丁嚀に二夫を更へざるの大義を教戒」せよと教えている。よって 「最初婿を択ぶ」 「時も勿論苟且なか ことな
かるべし」という。また、 「于帰」の際にも、 「又此の義を掲示」すること。そ て、もしも、 「夫家万々居るに堪へざるのこと」ある場合は、 「自尽するの外天地間に別道あることなきを教戒」せよという。しかし、それでも、 「親家に大帰する者」は「忍びざるではあるが、 「父兄逼り 自
尽
）11
（
」させろとまで教えている。この様
な女子教育の教科書も、日本語版『烈女伝』であった。これは妹育には皆無な教えであった。　
三点目は「手習、学問、女功」という学習内容である。松陰はこ
れらを「練熟せしむべし」といい の「教法」は「極めて厳整を要す」と述べている。また、この 女学校」では 漢書』 あるように、 「婦人同巷相従」わせ 「夜」は「績
）11
（
」がせよという。それは、
一ヶ月 「四十五日」分の時間を得させるためであり また、 燎火」の費用の節約、 巧拙 の同一化、更には、 「習俗
）11
（
」同一化のためで
あった。松陰は集団教育の効果まで考えていた であろうか。また、この様な「女教」 根本的に「君公 後宮」より始めるのが望ましいとの一言を見ることもできる。そして、松陰は最後を「倹勤貞静を以て一国の女教を率ゆべし
）11
（
」と締めくくっていた。 「倹約・勤労・
貞節・平静
）11
（
」という教育内容の指示である。松陰が女子教育に何を
期待していたかが分かる。四、松下村塾の政治集団化・崩壊後の妹教育　
安政五年九月九日を境とし、松陰の主宰する松下村塾は政治集団
化した。松陰は門人等へ次々 具体的 政治活動を指示する
）1（
（
。しか
し、それは全て失敗に帰す。そして、結果的に、それは 高杉晉作、
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久坂玄瑞以下ほとんどの門人の離反を招来した
）11
（
。松陰が全精魂をか
けた松下村塾「党
）11
（
」の崩壊である。
　
取り調べもないまま、獄中に放擲され、 「義」を生きることので
きない生に苦悩する松陰は、やがて死の希求を始める。それは、安政六年正月、獄中での「断食」であり
）11
（
、また、同年三月二十六日頃
からの「早々一死を賜り候様御周旋下され度く候
）11
（
」との死の希求で
ある。　
では、この様な心境下での、妹教育の動機は何であろうか。それ
は、松陰の死の予感である。それが妹への「遺訓」となった。　
松陰は何を教えたのであろうか。それは合計すると七点ある。
　
松陰は安政六年四月十三日の「千代宛
）11
（
」の手紙で四点のことを教
えている。　
一点目は「観音信仰」への迷い否定とそれに対する一人の人間と
しての心構えである。松陰は「仏のをしへ」の「奇妙な仕懸」を説明し、それよりは、 「禍福は縄の如しといふ事を御さとりがよろしく候」と諭す。そして、 「拙者の気遣ひに観音様を念ずるよりは 「楽が苦の種、福は禍の本といふ」ことを悟れと説いている。　
二点目は杉家の「兄弟をひめひ」への、 具体的教育の指示である。
松陰はいう。杉家は「今では御父子とも御役にて」 、何の「不足」もない状況という。しかし、 子供等が いつも此 様なもの」と思っ
（
（（）　
同前書、五四頁。
（
80）　
同前。
（
81）　
山鹿素行「子孫教戒」 （廣瀬豊『山鹿素行全集
　
思想篇
　
第一巻』岩波書店、昭和十七年、四九七頁） 。
（
82）　「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、五〇頁） 。
（
83）　
同前書、五三頁。 「貞節」は、第二ステージまでの妹教
育には全く見られなかった教えである。松陰が千代等妹には、その必要を全く感じなかったからであろう。松陰が妹らをどう見ていたかが分かる。
（
84）　
安政二年、古代中国で輜重兵、烹炊兵として活動した女
子を賛美した松陰は、或は日米の一戦に備え、女子をも含めた国民総力戦まで想定していたの もしれない。
（
85）　「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、五二頁） 。
（
86）　
同前書、五三頁。
（
8（）　
同前。
（
88）　
同前書、五四頁。
（
8（）　
同前。
（
（0）　
元史料には、 「倹勤貞静」 〔 「武教全書講録」 （ 『全集』四巻、
五四頁。 ） 〕とある。
（
（1）　
安政五年九月九日、松陰は「一人の奸猾さへ仆し候へば
天下の事は定まり申すべく候」 〔 「松浦松洞宛」 （ 『全集』八巻、一〇七頁。 ） 〕と、水野忠央（幕末期、紀州藩の付家老。安政五年、徳川慶福を徳川家茂として第十四代将軍に擁立した勢力の中心 一人）暗殺という、直接行動を教唆している。なお、安政五年秋以降の政治活動としては、大原策（尊皇公家の大原重徳父子を長州へ迎え、これを擁立して、長州その他四、五藩で決起しようとした作戦） ・清末策（下村塾の有志が、長州藩の孫支藩である、現下関市の東部にあたる清末に集まり、 主毛利元純を擁立して、宗家である長州本藩に決起を迫ろうとした作戦） ・伏見策（伏見獄舎破壊策と藩主伏見要駕策がある。破壊策は、梅田雲浜ら、 志士が収監されていた京都伏見奉行所の獄舎を破壊し、同志を救出しよう した作戦。また 要駕策は、参勤交代途上の長州藩主毛利敬親を松下村塾から選抜された「十死士」が伏見で待ちかまえ、大原重徳と共に上京し 皇命令をもらって、幕府の失政を正そうとした作戦）などである。
（
（2）　
在江戸の高杉晉作、久坂玄瑞らからの安政五年十二月十
一日発の手紙には、 「先生此度正論赫々御苦心之程誠以奉感激候然処天下之時勢も今日ニ至リ大に変諸藩斂鋒旁観仕候事甚以歎息之至ニ候得共将軍
　
宣下も相済人気稍静候得
ハ義旗一挙実に不容易事ニて却而社稷之害ヲ生候事必然之儀に御座候雖然幕吏猖獗有志之外諸矦より令隠居候乎或交易開ケ候上ニハ必旁観成ぬ勢 相成可申候方此時実に御互為国鞠躬尽瘁可仕夫迄ハ押胸斂鋒何より 社稷之害仕出ぬ様為国万々奉祈候」 〔 「高杉・久坂・飯田・尾寺・中谷より」（山口県教育会篇『吉田松陰全集』岩波書店、昭和十年、六巻、一四一頁。 ） 〕とある。
（
（3）　
拙稿「吉田松陰における教育実践の性格―『吾が党』の
自覚との関連において―」 （教育史学会編『日本の教育史学
　
教育史学会紀要
　
第
35集』一九九二年、 三六
│四七頁。 ）
参照。
（
（4）　「断食」は、母瀧からの手紙ですぐに中断している。
（
（5）　「來島・小田村・桂・久保宛」 （ 『全集』八巻、二六五頁） 。
（
（6）　『全集』八巻、三〇二
│三〇六頁。
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ては、 「杉の家」は「危い」と述べる。そこで、子供等に「昔山宅にて父様母様」が「昼夜御苦労された事」を「話して聞」かせろと教えている。　
三点目は親孝行の勧めである。松陰は「兄弟内に一人でも否様の
悪い人」が出れば、 「跡の兄弟 自然と心が和 ぐという。だから、 「是れからは拙者は兄弟の代りに此の世の禍を受け合ふから、兄弟中は拙者の代りに父母へ孝行して呉れ」と教えている。　
四点目は学問の勧めである。松陰は「仏法信仰はよい事ぢやが、
仏法にまよはぬ様に心学本なりと折々御見候へ と説いている。　
そして、最後を、 「心学本に、長閑さよ願ひなき身の神詣で
　
神
へ願ふよりは身で行ふがよろしく候」と結んでいた。　
また、それに続く、他家の嫁となった妹等を意識した五月十四日
の手紙
）11
（
では次のようなことを教えている。
　
五点目は主婦として、また母として 心構えである。松陰は「家
を斉へ夫を敬ひ子を教へ」て、婚家の「親様 肝をやかぬ様」にせよと教えている。　
六点目は妻としての心構えである。松陰は「夫を軽く思ふ事」が
「悪風」であると現状を分析する。そして、 「婦人は夫を」 「父母同様に」敬えと説く。また、婦人の「奢」を否定し、それは 家 貧に成る」だけでなく、 「子供のそだちまで悪しく成る」原因であると説いている。　
七点目は学問の勧めである。ここでも松陰は「心学本」を「間合
く
に読」めと教えている。
　
以上より、これらは将に兄松陰から妹への、微に入り細に入った
「遺訓」であったことが分かる。ただ、上述したように、これらはいずれも「良妻賢母」型の教えを越えるものではなかった。　
また、安政六年五月十九日の「叔父玉木文之進宛
）11
（
」書翰には、女
子の「化粧」のあり方に関する教育依頼を見ることもできる。これが現存する松陰から玉木にあてた最後の書翰であ 。松陰 いう　『詩経』の「豈に膏沐なからんや。誰れを適として容を為さん」という「二句」を「曾て何心なく読」んでいました。ところが、 「後に曹大家の女誡専心の篇を見」たら、 「出でては冶容なく、入りては廃飾なし。 ・・・・・・此れ則ち専心正色と謂うふ」 、 「入りては則ち髪を乱し形を壊り、出でては則ち窈窕態を作す。 ・・・・・・此れ専心正色なる能はずと謂ふ」と う二つの文章がありました。
「依つて相考へ」たことは、 『詩経』の「語も徒らに夫の居らざるを嘆くの事に非ず。膏沐は偏に夫に事 る礼にて、他人へ見せものに致すには之れなき筈にて、詩語乃ち礼意かと」理解しました。これに対し、 「当今」は「少婦輩内にては乱髪壊形し、外にては窈窕態を作すを当り前 と考へ」ているように思われます。こ が正しいのか否か確証はありません。しかし、これを「丈人様 も「尤とも思召し候はば 宗族中の婦女共へ此の趣御講談」くださるよう、お頼み致します。 「閨門 正家 本」 であります で。これにて、 「訣語」を申し上げ 、と。　
松陰はこんな教育まで叔父玉木文之進に依頼している。松陰が如
何に妹の教育に関心をもっていたかが分かる。
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五、 「政子」　
さて、最後に検討すべきは、安政六年三月二十八日の「政子」と
題する、 「政子賴朝に通じ、
敫
女法章を私す。風塵に君将を識る、
眼は阿爺よりも明かなり。尼将豈に恥ぢざらんや、齊后子を輔くるの情。奸独呂武を驚かし、外家九世栄ゆ」との漢詩である。松陰は政子 何を是とし 賛美したのであろうか。漢詩より考えられることは、一、源賴朝 いう男を選び得た政子の眼力賛美。二、その政子故に源氏は三代で滅亡したが、北條は九代続いたとの、政子の政治力賛美である。　
では、この時期、松陰は何故こんな漢詩を詠ったのであろうか。
また、これは理想的女子教育論だったのか 否か。この問題を解明するためには、まず、当時、松陰のおかれていた状態を見る必要がある。　
安政五年九月、松下村塾は政治集団化する
）11
（
。その後、松陰は大原
策・清末策・伏見策と具体的政治活動の指示を出 。し し、それは全て失敗に終わ 。松陰が国家の非常 と認識してい 安政六年正月十一日頃、松陰は在江戸の高杉晉作 久坂玄瑞らから「義旗一挙」は「却而社稷之害」となる、との手紙を受け取り、激怒す
る
）（11
（
。
これにより、主要な門人等は離反し 松下村塾「党」は崩壊する。松陰の失望と怒りは察する 余りあ 。それは、正月二十四日からの絶食となり、二 九日の「草莽崛起
）（1（
（
」提唱となる。更に、三月二
十七日、 「一死を賜り候様御周旋下され度く
候
）（10
（
」との「賜死」要求
となった。この時、松陰は松下村塾で育てた門人、同志らのほとんどに背かれ、 従う門人は入江杉蔵、 野村和作の兄弟の二人のみであった。 そして、 松陰はなすこともなく 山獄に一人置かれていた。 「義」を生きるこ のできない松陰は衷心より死を希求し いた。　
以上より、 「政子」は、このような、孤立した松陰の、異常な精
神状況の中で詠まれた漢詩であることが分かる。つまり、これは、そんな松陰 、届く ない、離反した門人、同志へ向けた、 「女性の政子だって、これだけのことをやってるじゃないか。今、我が国は将に非常時だ。何故、俺のいうことが分からないのか」という雄叫びと見ることもできよう ある は、 のやるせない気持ちを、自分自身へ向けてぶちまけ ものだったのかもしれない。　
その意味で、その三日後の四月朔日
）（10
（
、松陰が、その入江兄弟の母
満智のことを、 「和作脱走して、事に伏見に趣き、杉蔵坐して揚屋に繋がる。余其の母氏の聊頼なきを慮り 獄胥孫助を遣はして之を候はしむ。母氏方に紡車に倚り忠臣庫を覧る。 に謂つて曰く、『二児のここに至る、初めは実に驚怛せり。但し田公すら繋がる、況や吾が児をや。吾れ甚しくは哀しまざるなり』と。 （中略）杉蔵、氏は入江、母は村上氏、時に年五十五なり
）（10
（
」と絶賛しているのも理
解できる。これも、同じ文脈の中で記されたものであることは間違いない。
（
（（）　「諸妹宛」 （ 『全集』八巻、三四二
│三四三頁） 。
（
（8）　『全集』八巻、三五一
│三五二頁。
（
（（）　
註（
（1）と同。
（
100）　
註（
（2）と同。
（
101）　
管見の及ぶ限り、 「草莽崛起」との用例は、安政六年二
月九日から同四月までであり、 それは七例しかない。なお、「草莽」との用例は嘉永四年二月二十日が初出で、安政六年四月十四 までに二十九例を指摘することができる。 「草
莽」及び「草莽崛起」の概念規定は研究中。
（
102）　「來島・小田村・桂・久保宛」 （ 『全集』八巻、二六五頁） 。
（
103）　
安政六年三月は大の月である。
（
104）　「江母の事を紀す」 （ 『全集』五巻、二七九
│二八〇頁） 。
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さて、この何故、 「政子」を詠んだかという問題、これを解くヒ
ントは、 弘化四年（一八四七）九月、 十八歳の松陰が孝を論じた「平内府論」にある。ここで、松陰はまず孝には「経」と「権
）（10
（
」がある
ことを提起する。そして、その理由を、 「蓋し居る所一ならずして、遇ふ所同じからざ を
以（ママ）
て
の
み
）（10
（
」と述べる。よって、 「地を易ふれ
ば皆しかるものなり」という。そして、 「経」とは「愉色婉容、罪を負ひ慝を引き、曲に其の意を承くる」ことであり、 権」とは「熟諫苦諍、万方術を尽し、これを正に帰せ めんこと 要むる。是れな
り
）（10
（
」と説いている。以上より、 「経」とは本来あるべきものとい
う意味であり、また、 「権」は副次的なもの、あるいは仮のものという意味であることが分かる。　
また、松陰には、同三年三月二十三日、 「好んで書を読み 最も
古昔忠臣・孝子・義人・烈婦の事を悦ぶ。朝起きてより夜寝ぬるまで、兀々孜々として且つ読み且つ抄 、或は感じて泣き、或は喜びて躍り 自ら已むこと能はず。此の楽しみ中々他に比較すべきものあるを覚え
ず
）（10
（
」との講義を見ることができる。松陰とは本来、 「烈
婦の事を悦ぶ」人間だったのである。　
では、ここにある「烈婦」に関し、これ以前に、松陰はどのよう
な抄録を残しているのであろうか。それ 、松陰が、西欧列強への警戒心を抱いていた安政二年春の、 「洪秀全」部隊で「必死と覚悟」し、 「兵糧運送」を担った「女子
）（10
（
」賛美であり、 「田單」部隊で「行
に編」せられても「鍤 把」り、その「精忠」振りが「衆 感ぜめ」たという 妻妾
）（（1
（
」賛美である。また、同四年三月十三日の、父
彪、兄班固の「伝を続ぎ」 、 『漢書』を「為
）（（（
（
」した班昭、つまり、曹
大家賛美である。 これらの女子は松陰にはいずれも理想とすべき 「烈婦」と映ったのであろう。　
とすれば、ここにある「政子」も、これらの延長線上での「烈婦」
賛美であった可能性も否定できないのである。現在のところ、この推測が正しければ、私は、これらは、松陰の意識の中では、平時の「経」としての「良妻賢母」型に対し、非常時における、 「権」としての「烈婦」型理想的女子観であった、と考えている。　
これが「権」としての主張であったことは、その後の松陰の妹へ
の教育を見れば容易に理解できる。つまり、この後 安政六年五月十四日頃、兄杉梅太郎が野山獄の松陰に「江戸へ」 「護送」命令を伝えると、 松陰は、 開口一番、 「それは出来
（か）
した
）（（0
（
」と述べたという。
これは、松陰が「江戸」へ出れば、幕府の要路役人に直接 政治的主張ができると感じたからであろ
う
）（（0
（
。そして、これ以後、 「烈婦」
型理想的女子観を一切語っていない。とすれば、 「政子」で 主張はあくまでも、松陰が時代を非常時と考え、 「権」としての理想的女子観であった証拠と見るこ もできるのである。
　
　
なお、現在に至るまで、松陰がこれら「烈婦」型理想的女子観を
妹らに直接教育したという記録は確認できな 。ただ ここ は、安政二年春、松陰が、 「知る所ありて、言はざるこ 能はざるは人の至情なり
）（（0
（
」と述べていることだけを付記しておく。
おわりに　
以上述べたように、吉田松陰の女子教育は嘉永三年の無意図的教
育に始まり、安政六年の「遺訓」教育まで、松陰の政治状況認識
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松陰のおかれた物理的状況、それに伴う動機の変化等により、四つのステージで変遷している。　
第一ステージは、嘉永三年（一八五〇） 、遊学先の平戸から兄杉
梅太郎あての書中で、妹へ無意図的教育を行った時期。第二ステージは、 「下田事件」後の安政元年十二月、野山獄から手紙で妹へ意図的教育を行った時期。第三ステージは、安政三年八月から杉家一族の男子相手に理想的女子観、 女子教育論を講義した時期。そして、第四ステー 安政五年九月の松下村塾の政治集団化・崩壊後、手紙で妹へ「遺訓」教育を行った時期 ある。　
それは、理想的女子観、教育内容的には、第一、第二ステージの
「良妻賢母」型教育から、第三ステージの「烈婦」型教育、そして、再び第四ステージの「良妻賢母」型教育への変遷であった。ただ、松陰が基本的に理想としたのは「経」とした「良妻賢母」型であったことは間違いない。しか 、松陰が生きた時代はそのような教育のみを許さなかったのである。そこに、松陰の「権」としての「烈婦」型女子賛美 あ 。　
また、教育対象は第一、第二ステージの妹から第三ステージでは、
当時、松下村塾 、二代目の「先生」として主宰していた久保五郎左衛門等を通じ、松本村、更には長州藩全体 女子へと水平的に拡大し、最後の第四ステージでは 妹へと収束するも であった。
（
105）　
この史料中の「経」と「権」である。私はこの読みを「ケ
イ」と「ゴン」とする。確かに、 「権」は「ゴン」と読まずに、 「ケン」と読むのが漢語的ではある。しかし、慣例としての、日本的な読み癖があり、これ 尊重すべきと考える。例えば、 『孝経』 、 『書経』は「コウキョウ」 、 「ショキョウ」と読む。これは、漢語的には「コウケイ」 、 「ショケイと読むのが正 い読み方であろう。しかし、我が国で奈良時代からそう読まなかったのは、多分 仏教的な読み方、例えば、 「お経」を「オキョウ」と読んだこと等の影響と思われる。確かに「ゴン」と む 多分に仏教的な読み方ではあるが 我が国では昔から 仮 便宜、時宜等の時は「ゴン」と読んできた。権大納言、 権帥等がそれである。以上の理由により、 「ケイ 、 「ゴン」とする。
（
106）　
この「居る所一ならずして、遇ふ所同じからざるを以
（ママ）
て
のみ」は、原史料では「蓋以所居不一 而所遇不同耳」 （山口県教育会編『吉田松陰全集』岩波書店、昭和十一年 一巻、三七四頁。 ）とある。これを昭和四十七年の『全集』では、上記 ように「以てのみ み下してい
し、それではこの訓じ方はなじまない。 「以」を因、依の意に解して、 「によるにみ」あるいは「によりしのみ」と訓ずるのが妥当 あろう。
（
10（）　「平内府論」 （ 『全集』一巻、二〇六頁） 。
（
108）　「講孟
記」 （ 『全集』三巻、二四九
│二五〇頁） 。
（
10（）　「清国咸豊乱記」 （ 『全集』二巻、一〇七頁） 。
（
110）　「田單」 （ 『全集』六巻、八〇頁） 。
（
111）　「幽室随想」 （ 『全集』四巻、二五六頁） 。
（
112）　「杉民治談話
　
明治三十六年頃」 （ 『全集』 別巻、 四四九頁） 。
（
113）　
この意味で、私は江戸での取り調べに際し、松陰が「寅、
死罪二あり」 〔 「高杉晉作宛」 （ 『全集』八巻、三六〇頁。 ） 〕と自ら語ったことは、玖村敏雄がいう「語るに落ち」 （ 『吉田松陰』岩波書店、昭和十七年、三四三頁。 ）るなどではなく、松陰の積極的攻勢、待ち望んだ政治的主張の開始と考える。
（
114）　「士規七則」 （ 『全集』二巻、三〇九頁）
｡
（
115）　
杉民治編「太夫人実成院行状」 （ 『全集』十巻、三八三
│
三八四頁） 。この一文は、松陰の兄杉民治梅太郎が母瀧の
ことを書いたものであるということ、また、兄民治梅太郎の性格なども考え合わせれば、これでもかなり抑えめに書いたと思われる。それでいて、ここまで瀧のことを賞賛している。
（
116）　
後、明治三十年、門人天野御民は、松陰のことを、 「先
生最も婦人教育に熱心し、常に其 良書なきを憂ふ。時に先生の外叔久保翁隠居して詩 筆札を以て邑中の子弟を教授す。先生乃ち門人富永有隣をして曹大家の女誡七篇を訳述せしめ、之れを翁に致して子女に授けしむ。 」 （ 「松下村塾零話」 （ 『全集』十巻、三四七頁。 ）と回顧し いる。
（
11（）　
松宮丹畝「松陰先生の令妹を訪ふ
　
明治四十一年九月」
（ 『全集』十巻、三二七頁） 。
（
118）　
千代はまた、 自分 （千代） も阿兄の感化を受けたり」 （ 「松
陰先生の令妹を訪ふ
　
明治四十一年九月
　
松宮丹畝」 （ 『全
集』十巻、三二一頁。 ） 〕とも述べている。
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さて、この稿をしめるに当たり、触れておかねばならないことが
ある。それは松陰が女子教育に当たり、理想とした女性は誰であったかという問題である。私はそれは間違いなく母瀧であったと考えている。その母瀧のことを、後、明治二十三年（一八九〇）九月、兄杉民治梅太郎は次の様に記している。
太夫人名は瀧子、 文化四年丁卯正月二十四日萩城に生る。 （中略）太夫人性仁愛勤倹、克く事に耐ふ。初め杉氏家貧、廬を城東護国山の南麓に結び、耕読を業とす。太夫人先君に従ひて野 耕し、山に樵り、時の寒熱、身の労逸を顧みるに遑あらず、備さに稼穡の艱難を嘗め、 或は自ら馬を牧 るに至る。後先君出仕、外に在ること六年余、而して素より婢僕を役する能はず。太夫人代りて家事を理め、田圃を耕す 其の勤 知るべし。太夫人の入りて婦となる 舅 見ゆるに及ばず 姑に へて至孝なり姑の妹岸田氏亦貧、杉氏に寄食す 年あり 且つ久しく病んで床に臥す。時に民治猶ほ五 歳、寅次郎三四歳にして、芳子は僅かに一二歳のみ。太夫人三子女を携へ、扶持看護到らざるなく、遂に其 汚穢を洗滌するも以て意とせず。姑氏泣きて之れを謝し 観る者為めに涙を垂る。太夫人之れに処り終始渝らず、一に晏如たり。太夫人貧困の中に在りて、最も心 子女の教育に用ふ、諄々訓誨、家事を以 家業を缺かし ず。先君弟玉木正韞君人と為り峻厳 輙く人 許さず 乃ち称して丈の及ぶ能はざる所となす
）（（0
（
。
　
母瀧は 「柔順」 「果断」 共に兼ね備えた女性であったことが分かる。
私が母瀧を松陰の理想的女性と見る所以である。将に、この瀧が生
み、育てた松陰なればこそ、上述した様な女子教育を展開し得たというべきであろう
）（（0
（
。
　「阿兄は常に妹共を戒むるに、心清ければよし、貧しきに富めるが如く見せ、破れたるを殊更に完つたかる如くに示さんとするは悪し、婦人たるものはよく
く
心得べしと言ひにき。自分は今も尚ほ
阿兄の声が耳底に響くが如 覚ゆる り
）（（0
（
」とは、松陰刑死後五十余
年後の妹千代の回顧である
）（（0
（
。
川口雅昭
　
人間環境大学教授（日本近世教育史）
〔付記〕本稿は第六十七回中国四国教育学会「教育の歴史」部会（平成二十七年十一月十五日、岡山大学教育学部）で報告した「吉田松陰の女子教育論」に、その後の論考を加え まとめ ものである。
